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第一部 F ormokinase の作用機作について
ギ酸の活性化反応については， Hunnekens 等によると THFA (T etrahydrofolic acid) が関与すると
されている。 1958年，竹田等は，上述の酵素とは異なり，一般の脂肪酸と同様な機構を持つギ酸活性化酵
素を大腸菌B株のアセトン粉末から分離する事に成功し， F ormokinase と名ずけた。 本論文は， この
F ormokinase の作用機作について研究したものである。
先ず，反応、の stoichiometry を調べた。即ち，ヒドロキシルアミン及びl\1n++ の存在下にギ酸と ATP
を反応させると， ホルミルヒドロキサム酸， ADP 及びオノレト燐酸が生ずる事が明らかにされた。従っ
て，ギ酸は， Mn++ の存在下に ATP によって活性化され， 先ず， ホノレミル燐酸が生ず、るのではないか
と考えられた。そこで，ジベンジルフォスフォクロリダートから化学的にホノレミル燐酸を合成し，乙の物
質を用いて Formokinase の rerersibility を調べた。その結果，やはり，ホノレミル燐酸がギ酸活性化反応
の中間物である事が示された。
第二部 Formokinase 系に於けるギ酸の縮合反応について，





以上の反応には，何れも ATP と CoA が必要であり，オルト燐酸は ATP に代り得ない口叉，大腸菌





鈴木不二男君の論文は Formokinase に関する研究で 2 編より成っている。第 1 編は Formokinase の
作用機作に関するもので，第 2 編は Formokinase 系に於けるギ酸の縮合反応に関するものである。
ギ酸の活性化に就いては Hunnekens 等はテトラヒド葉酸 (THFA) が関与すると報告している。之に反
して竹田等は1958年，一般の脂肪酸と同様な機作によってギ酸を活性化する酔素を大腸菌 B株のアセトン
粉末から分離する ζ とに成功し，この酵素を Formokinase と命名した。
先ず， Escherichia coli , strainB のアセトン粉末から竹田等の方法によって精製した酵素を用いヒドロ
キシラミン及び Mn++ の帝在下にギ酸と ATP を反応せしめるとフオルミルヒドロキサム酸， ADP 及
び燐酸が生ずる ζ とを明らかにした。次でジベンジルフォスフォクロリダートとギ酸より化学的にフォノレ
ミ Jレギ、燐酸を合成し，この物質を用いて Formokinase 作用の可逆性を検べ， 次の可逆反応の成立するこ
とを確証する乙とができた。 HC02H十ATP~HCO-O-(P) + ADP 
第 2 編は 14Cーギ酸を用いて Formokinase の存在下にギ酸が如何なる代謝経路によって変化するかを
研究したものである。 Formokínase 系にアミノ供与体としてアミノ酸を添加するとアラニンのαーカルボ
キシル炭素及びグリシンとに 14Cが取り込まれること，更にギ酸と焦性ブドウ酸との聞の 14C 交換反応
がこの酵素によって促進されることが発見された。その際同時に 14C を含む酸性物質が副生することが認
められた。
乙の反応に於いては ATP と共に CoA が必要であり，オノレト燐酸は ATP に代り得ない。
以上鈴木君の研究によって大腸菌に於いてはギ駿は先ず Mnf 十と ATP によって活性化され，中闘に
フォノレミ Jレギ、酸が生じ次で種々の物質へのフォルミノレ去の導入または交換反応が起るものであることが示
されたもので，特にアラニン及びグリシンへもギ酸の炭素が速かに取り込まれることは械めて興味深い事
実である。
よって乙の論文は理学博士の学位論文としての充分の価値あるものと認める。
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